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（ 公 印 省 略 ）

土木工事積算基準書等（平成２７年１０月以降適用）の改定方針について（情報提供）

国は、市場における労務・資材等の取引価格、施工の実態等を的確に反映した予定価

格を適正に設定するため、４月１日から土木工事及び設計業務積算基準の改定を行うこ

とを３月１４日に発表しました。

県ではこれを受け、例年は１０月１日に改定としていましたが、一部の基準について

６月に前倒しして改定を行うものとしましたので情報提供します。昨年実施した「経過

措置」は行いません。

なお、基準書の改定内容の詳細については、別途通知します。

１ 改定項目

○土木工事標準積算基準書（共通編）

1)橋梁保全工の工種区分の新設

2)間接費の見直し（河川・道路維持工事、鋼橋架設工事、道路維持工事）

3)交通誘導警備員の直接工事費への計上

○設計業務等標準積算基準書及び参考資料

4)[地質調査]諸経費率の改定

２ スケジュール予定

平成２８年５月上旬：基準書改定内容通知

３ 適用

平成２８年６月１日以降に公告・閲覧する土木工事及び業務委託に適用

４ その他

詳細は別紙参照のこと

■問い合わせ先

秋田県建設部技術管理課

積算管理班

TEL 018-860-2432

FAX 018-860-3800



平成２８年３月１４日国土交通省記者発表による

土木工事及び設計業務積算基準（平成２７年１０月以降適用）の

改定方針について

１ 背景

（１）平成２８年３月１４日、国は土木工事標準積算基準書等の改定を公表した。

国土交通省＞プレスリリース

i-Construction（建設生産性革命）の推進に向けた積算基準の見直しについて

～平成２８年度 国土交通省土木工事・業務の積算基準の改定～

http://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000334.html

（２）国の改定を受けたこと、品確法の方針に基づき、市場における労務・資材等

の取引価格、施工の実態等を的確に反映した予定価格を適正に設定することを

鑑み、秋田県においても改定の必要性が生じている。

２ ６月１日公告閲覧対象として改定予定項目

○土木工事標準積算基準書（共通編）

1)橋梁保全工の工種区分の新設（次頁参照）

→全体工事費の約２０％が上昇する見込み[P.2～4]

2)間接費の見直し（河川・道路維持工事、鋼橋架設工事、道路維持工事）

→全体工事費の約２～５％が上昇する見込み[P.5]

3)交通誘導警備員の直接工事費への計上

→従前、共通仮設費への積み上げとしていたものを直接工事費に積上げ[P.5]

○設計業務等標準積算基準書及び参考資料

[地質調査]諸経費率の改定

→全体業務委託費の約３～４％が上昇する見込み[P.6]

３ スケジュール

平成２８年５月上旬：基準書改定内容通知

４ その他

「２」に記載していない項目は平成２８年１０月に改定します。

（別紙）

- 1 -



メンテナンス産業の育成

■橋梁保全工事の新設

○これまで、橋梁補修に関する工事は、「道路維持工事」または「鋼橋架設工事」または

「河川・道路構造物工事」のいずれかに工種区分に分類されて発注されていました。

○老朽化した補修が必要な橋が主な工種として増えてきているため、上記工種区分から分

離して、「橋梁保全工事」が新設されます。

○共通仮設費率及び現場管理費率は以下の通りとなります。

工種区分 工種内容

橋梁の保全に関する次に掲げる修繕工事

１．橋梁(鋼橋は除く)の修繕、橋台・橋脚補強工事

２．床版打替工、沓座拡幅工、落橋防止工(ＲＣ構造)、コンクリート橋の支

橋梁保全工事 承

３．鋼橋等の修繕に関する工事で鋼橋桁連結工、橋梁検査路設置工、高欄設

置工(鋼製・アルミ等)、橋梁補修工(鋼板接着・増桁)、落橋防止工(ＲＣ

構造以外)、鋼橋の支承修繕の工事

４．伸縮継手補修工、高欄取替工

５．その他、橋梁保全の為の修繕等の工事（塗装、舗装打ち替え等は除く）

→全体工事費の約２０％が上昇する見込み

（別紙）
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（別紙）

品確法改正を踏まえた基準等の充実

■「交通誘導警備員」の計上方法の見直し

交通誘導警備員は、現行積算において、その経費部分に支出実績との乖離があること

から、交通誘導に必要な訓練や安全用品等の費用の積算方法を見直しされます。

→ 交通誘導警備員の計上を共通仮設費から直接工事費に変更します。

■「河川・道路構造物工事」・「鋼橋架設工事」・「道路維持工事」の間接工事費率の見直

し

○上記３工種の間接費率については施工実態に合わせて見直しを行います。

「河川・道路構造物工事」共通仮設費

「河川・道路構造物工事」現場管理費

「鋼橋架設工事」共通仮設費

「鋼橋架設工事」現場管理費

「道路維持工事」共通仮設費

「道路維持工事」現場管理費

→全体工事費の約２～５％が上昇する見込み
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（別紙）

■地質調査業務費の間接費の見直し

別表第１

（１） 諸経費率標準値

→全体業務委託費の約３～４％が上昇する見込み
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